
（構造） 
Vaporizer（ダイマーを蒸気にする）-> Furnace(ダイマーを分解してラジカルを作る) 
->（Chamber gauge: ピラニーゲージの温度 温度を上げてパリレンがつかないようにす

る） 
 
（掃除の方法） 
microsoap の原液を 50 倍に薄めて、霧吹きに入れる。それをあらかじめ装置のあらゆる部

分に吹き付けておくとパリレンがはがれやすい。これは界面活性剤なので、後からやって

も効果はない 
 
○Main Power 押しボタンスイッチ 
○非常停止: パワーOff をかねる。押してとめる。リセットするためにはまわす。 
○Vaporizer: 2 量体を暖める温度の指定および試料回転 
○厚みの目安としては 2g で１ミクロン 
○Process Start/Stop ボタンは真空ポンプの動作、停止時に押してリセットをすること 
○チラーの電源は、真空ポンプが引き始めてから入れる 
○扉をあけてダイマーを入れる前に Vaporizer の温度が 60 度以下であることを確認する。

（それ以上だと飛び始める） Furnace の温度は心配しなくて良い。この扉はなるべく短

時間で閉める。以前飛ばしたダイマーを入れたアルミのボートが入っているので、最初に

必ずそれを取り除くこと. ダイマーは直接入れてはいけない。アルミ箔でボートを作りその

中に入れること。 
○真空にしてある設定圧力以下にすると Vaporizer が働き出す。また dimer がなくなると

真空が下がり、元に戻る 
○チラーの部分の管は、冷却時に動かすと壊れる。必ず一時間以上たってから動かすこと 
○チラー部分の掃除は必ず当日中に行う。掃除の方法としては、バケツにお湯を汲み、そ

れにトラップを取り付けて、たわしでこする。 
○本体部分の蒸着量が200gに達したときは日本パリレンに頼んでメインテナンスをしても

らう。 
○メインテナンスは CD のマニュアルを参照する 
 
 
運転方法 
1. AC200V の電源を入れる。 
2. Emergency の赤いボタンを右側に回す 
3. Main Power 押しボタンを押す 
4. 設定を変える方法については英文マニュアルを参照のこと 





 







 


